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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトの目的は，教員養成課程の日本人大学生を対象にした国際交流プログラ
ムにおいて，参加者の協同的パブリック・トーク（言語的及び身体的に協同的な方法で，明示的な言葉を用いて会話に
従事する行為）の力量を形成するための指導方法を開発することであった。この力量を形成するための場面として，参
加者は海外の学校において，日本文化を紹介するための発表を英語でおこなった。参与観察による事例研究を重ねた結
果，参加者が自らの発表経験を適切に振り返り，改善点を見つけ，その次の発表に反映させるというサイクルを成立さ
せることが，発表を協同的にする上で最も重要であることが分かった。

研究成果の概要（英文）：The goal of the present research project is to develop an instructional method to 
foster the collaborative public talk, which is defined as talking with an explicit manner both in 
language use and gestures, of teacher candidates who learn in a university in Japan. In order to achieve 
this goal, an international student exchange program was chosen, in which participants deliver a 
presentation in English language to introduce Japanese culture to students audience in visited schools 
abroad. Repeatedly implemented case studies, using participatory observation method, revealed that 
establishing a reflective cycle is the most important process to render the presentation collaborative 
manner. In the cycle, the presenters should perceive their own performance properly, identify tasks to 
improve, and reflect their findings on their later performance.

研究分野：教育心理学

キーワード： 国際交流　教師教育　コミュニケーション　評価　プレゼンテーション

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 教員養成学部の学生は，親しい者との日常
会話やフォーマルな場面での一方的伝達につ
いては，既にある程度スキルを持っていると
考えられる。しかし，その２つの間にあるよ
うな場面ではその限りではない。例えば，知
人や教員，学校関係者等との打合せや世間話，
ゼミ等での議論等において，彼らは適切な談
話ジャンルや非言語的行動を活用することが
難しく，ぎこちない会話になり，意見交換や
合意形成，問題解決をおこなうことが苦手で
あることが多い。 
 そこで本計画が独自に提案するのが協同的
パブリック・トーク（以下 Collaborative Public 
Talkの略で CPTと記す）の概念である。CPT
とは，それほど密な関係にない他者と効果的
に交流するための技能であり，内容，言語運
用能力，身体運用能力の３要素から構成され
る。内容については，その場に居合わせた聞
き手と共有可能な題材を選ぶ必要がある。言
語運用においては個人の意図や集団の目的を
明確にし，話の展開を分かりやすく構造化す
る必要がある。身体運用においては，議論内
容と対応して他者に開かれた姿勢や声，ジェ
スチャーを備えておく必要がある。この CPT
は，対外的な交渉の機会をほとんど持たない
学生にとっては，自然な文脈での力量形成が
困難であるため，教育プログラムの提供が不
可欠である。 
 申請者は，これまで科研費の支援を受けて
議論教育研究に取り組んできた。これらは主
に言語運用能力の面，すなわち談話過程の改
善を目的としておこなってきた。これは社会
構成主義的な国内外の諸研究が特に談話過程
に注目しており，申請者自身が先行研究との
関連性を維持しながら研究を進めようとして
きたためである。ところが，これまでの研究
によって，議論の身体性が非常に重要である
ことが分かってきた。例えば，効果的に議論
展開するグループは姿勢が成員に開かれてお
り，視線も適度に交わされているという知見
が集まりつつある。 
 また，これまでの研究は主に教室や大学の
中に設けられた議論活動の場を対象に分析を
進めてきた。しかし，現代の教師に求められ
るコミュニケーションのあり方を示すモデル
が学生にとって得られにくく，彼らの目指す
べき方向性が分かりにくいことが議論力の獲
得へと動機づけることを妨げてきた可能性が
ある。その点を補うために本計画では，平成
24 年度から実施予定の海外教職体験プログ
ラムを活用し，その参加の支援を通して，コ
ミュニケーション力育成の方法とそのプロセ
スを明らかにすることとした。 
 以上をまとめると，本計画はこれまで教室
で談話過程を中心に検討した議論研究を，(1)
学生からみて必然的に CPT が求められる活
動を新たに構成するという点で拡張すると同
時に，(2)言語運用能力や議論内容といった談
話過程だけではなく，身体運用能力の育成も

範疇に入れるよう拡張するものである。 
 
２．研究の目的 
 本計画は，より質の高い教員養成に貢献す
るために，CPTの力量を形成する手法の開発
を目的としている。CPTの力量形成を促すた
めの Problem-Based Learning（PBL）の１つと
して海外教職体験プログラムを設定し，その
指導法を形成的に構築する。そして，このプ
ログラムの教育効果を，フィールドワークや
質問紙等を通して検証すると同時に CPT の
習得過程を明らかにし，他大学でも利用可能
な知見として集約する。 
 
３．研究の方法 
 本プロジェクトは，海外教職体験プログラ
ムを通して教員志望学生の CPT を育成し，そ
の学習過程を解明すると同時に，学習環境を
形成的に改善するデザイン研究として進めら
れる。研究手法としては体系的な観察とフィ
ールドノートを用いた。 
 具体的には，海外教職体験プログラムに参
加する学生について，その準備段階と海外渡
航中におこなわれるプレゼンテーションにつ
いてビデオ撮影や音声録画をおこない，CPT
の力量形成過程を自然な文脈において観察す
る。記録されたデータは談話分析の手法を中
心的に用いて微視発生的な観点で分析を進め
る。 
 また，客観的に観察することに加えて，プ
ログラムの実施を通じて明らかになった改善
点については，積極的に改善を進めていく。
特にプロジェクトの２～３年次は，それぞれ
前年度で洗い出された課題を改善するための
教育的介入を実施し，その効果を検証してい
く。 
 
４．研究成果 
（１）CPT 獲得過程に関する知見 
 国際交流プログラムに参加した学生が渡航
先で発表とその振り返りを数回反復しながら
応答的なスピーチをする力量の変化を詳細に
分析した。具体的には，発表の中で話し手が
聴衆に参加を求めるクイズや質問などの問い
かけ場面がプレゼンの実践を繰り返す中でど
のように変化していくか検討した。学生が発
表を通して意図した改善内容と発表後の省察
内容が一致した学生については，回を重ねる
ごとに改善が見られた。このことから，学生
の改善目標の設定に注意しつつ，それらに関
連づけた省察を促進することで CPT の力量は
より効果的に獲得されることが示唆された。 
 
（２）CPT 指導法の開発 
 上記の CPT 獲得過程に関して得られた知見
を元に，効果的な省察の指導法を開発した。
これには学習者が自己評価に用いるルーブリ
ックも含まれている。国際交流プログラムで
の利用を前提とした，省察の指導を中心とし
た引率教員向けのマニュアルを現在編集中で



ある。 
 
（３）プログラム評価ツールの開発 
 当初計画された課題に加えて，より広く国
際交流プログラムの質や効果を測定・評価す
るためのツールの開発も進めた。玉川大学，
鳴門教育大学，学習院高等科等の教員との共
同研究によって短期国際交流プログラムの質
を評価するルーブリックを開発し，その成果
を論文として出版した。これに関連して，国
際交流プログラムの質や効果を測定・評価す
るツールを集約するためのウェブサイトを立
ち上げた。 
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